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りす組は、初めての生活発表会。毎日少し

ずつ練習を重ね、お気に入りの衣装で、いざ

舞台へ。たくさんの方々に見守られる中、堂

堂と楽しそうに表現することができました。

うさぎ組は、はじめの言葉や楽器遊びにも

挑戦しました。テンポの難しい表現や歌詞の

多い歌もしっかり覚えてノリノリ。

そして、きりん組は、最後のせいかつ発表

会。思いをのせた表現やハンドベル、手話と

歌、劇、おわりの言葉とたくさんのことを自

分たちの力でやり遂げました。

子供たちの力って限りないですね。

「おいしさ」は学んで知るもの 中学生との交流活動
保護者の方々とお話ししているとよく好き 今年度も加治木中学校の２年生との交流が

嫌いの話題になります。 始まりました。クラス毎に６回来てくれる予

ある管理栄養士の方が、「子供は大人に比 定です。初日の子供たちは、緊張した表情で、

べて食経験が圧倒的に少ないから、好き嫌い 「遊びたいけど、どうしようかな。」といっ

が起こりやすい。ある食べ物を、一日３回、 た感じでしたが、手をつないでもらったり、

ほんのちょっと口にするかしないかで、１年 遊びに誘ってもらったりすると、あっという

に１０００回の経験差になる。食べる経験を 間に打ち解けて、遊びが始まりました。

繰り返すうちに『おいしさ』をだんだん学ん 一方中学生も、最初は集団で戸惑っている

でいくものなのです。」と言われています。 様子もありましたが、徐々に子供の視線まで

「○○（例えばゴーヤ）は、小さい頃は嫌い 下がって話を聞いたり、一緒にサッカーを始

だったけど、年を取ったら好きになった。」 めたりしていました。交流を終えると「癒や

という話、よく聞きますよね。 されたあ。」の一言。お互いに充実した時間

また、子供は、その食べ物を「美味しそう」 を過ごすことができたようです。

と感じる知識も乏しいので、「おいしさ」を この交流は、家庭科の一環で、次のような

感じにくいとも言われています。ですから、 目的と内容の中で位置付けられています。

みんなで一緒に食卓を囲んで「これ、今の季 １体験学習

節が旬なんだよね。」「新鮮ですごくおいしい 幼稚園等での交流、遊び道具の製作（お

ね。」「体の○○が○○になる食べ物なんだっ 土産に折り紙をもらいました）、おやつ作

て。」など食べ物について多くの情報を伝え り等を通して具体的に学びます。

ることは、とても大切です。 ２多角的な視点

年末年始は、様々な食と出会う絶好のチャ 幼児の視点に立って考えたり、自分自身

ンス。家族や親戚の皆さんと一緒に食卓を囲 の成長と重ね合わせたりします。

む場面も多いのではないでしょうか。 ３課題解決

子供が初めて口にするものや嫌いなもので 家族や地域における子育ての課題に気付

も、出会ったものは、少しだけ味わわせてみ き、解決策を考えてみます。

る、大人が美味しそうに食べて見せるという 中学生とのお別れの会で、折り紙のプレゼ

食経験の積み重ねが大事なのかも知れません。 ントをもらい、お礼の挨拶をした後、きりん

職員異動のお知らせ 組が「アーチを作ろう。」と言い出しました。

12月に異動がありましたのでお知らせします。 全園児が、門に向かってアーチを作ると、中

退職 講師 佐藤 恵 学生はしゃがんでくぐり抜けます。全員がく

大変お世話になりました。 ぐり終わると、今度は歩道が見えるジャング

転入 講師 久家 夏美 ルジムに登って「バイバイ、また来てね。」

前任者同様よろしくお願いいたします。 とみんなで手を振り続けていました。



【11・12月のきらり】
【せいかつ発表会】

【きりん組全員劇「ももたろう」】

【歌（うさぎ組）】 【歌（りす組）】

【加音ホール観劇会】

【高岡公園で秋探し】

【柁城校区健康・福祉祭り】

【加治木中学校２年生との交流】 【まっとうさん大人向け歌う絵本の会】

高岡公園の遊歩道で、いろんな秋を
見つけました。
どんぐりを拾って上を見ると、緑の
どんぐりが木にたわわに実っているの
を発見して、びっくりしていました。

２週連続で「柁城校区文化祭」と「柁城校区健康・福祉祭り」に参
加しました。歌、バルーン、競技で地域の方々と交流しました。

劇団飛行船による「長靴をはいた
猫」のマスクプレイミュージカルを観
ました。前の席だったので、迫力満
点。笑ったり、驚いたりでした。

７月に子供
たちへ歌う絵
本の会をして
くださったま
っとうさん
が、お母さん
たちのために
来てください
ました。子育
てって素敵。
優しさに包ま
れて涙涙のひ
とときでし
た。

きりん組は劇の練習の度に、「もっとこうすればいいこ
と」をみんなで話し合い、工夫して劇を作り上げました。


